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高性能AE減水剤を添加する
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柱、大梁
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鋼管 SKK490 BCJ-FD0277-05
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18
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高炉セメントＢ種

高炉セメントＢ種

D29

D19～D25

D29

D16以下 壁,床,帯筋、あばら筋

柱梁主筋

地中梁

デッキスラブ

100

100

30

100

30

100

6φx100x100 横浜市建築工事特則仕様書により、公的試験機関とする。

EZ50同等品 t=1.2

t=1.0フラットデッキ

GL-38.25

GL-38.25

GL-38.25

GL-38.25

GL-38.25

SNR490
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(先行杭)

1階床柱壁～4階床梁

4階柱壁～R1床梁

5890

5281

4302

3504

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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1.建築物の構造内容 3.地　盤

4.地業工事

5.鉄筋コンクリート工事 6.鉄骨工事

2.使用構造材料

8.その他

7.設備関係

構 造 設 計 標 準 仕 様
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増築 増改築 改築

補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）木造（Ｗ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ）

地下 階 地上 階 塔屋 階

X方向ルート -（　 ） Y方向ルート -（　 ）

標準貫入試験
深
度

土　質
Ｎ
値

調査地番

位置図

ＧＬ－

近隣データの調査地番と
設計地番とは約　　mの距離
がある

孔内水位

備考

m

支持地盤、地層及び深さに

深さ

杭径(mm) 杭の先端の深さ(m) 本数

試験杭 有 無 打ち込み 載荷

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

高架水槽 キュービクル 広告塔 煙　突

エレベーター リフト ホイスト

倉庫積載床用 受水槽

有 （ 無）

門塀 擁壁

普通

普通

普通

普通

Ａ種 厚 100 120 150 190Ｂ種 Ｃ種

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

(              )

SD295A

SD295B

SR235

有

有

有

無

無

無

SS400 SM400 SN400A.B.C

STKR400 STKR490

SSC400

SN490B.CSM490A

BCR295

有 無

有 無

高力ボルト

認定品 M16 M20 M22 M24M12

高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験

否

否

要

要

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

有( 敷地内 近隣) ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査 平板載荷試験

無(調査予定 有 無)

土質試験

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査 静的貫入試験

物理探査

標準貫入試験

平板載荷試験 試験堀(支持層の確認)

水平地盤反力係数の測定

土質試験

液状化判定 現場透水試験 水平地盤反力係数の測定

ベタ基礎 布基礎

長期許容支持力度

特記事項

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

独立基礎 試験堀 有 無

載荷試験 有 無

RC

鋼管

杭　種

H綱 PHC

鋼材

打ち込み

コンクリート杭

材　料

大臣認定 第 号

年 月 日

PRC

SS400

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ

ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ

BH

施工法

手堀

機械堀
深礎

PRC

摩擦杭

Ⅰ種

A種

Ⅱ種

B種

Ⅲ種

C種

拡底杭

ﾐﾆｱｰｽ

普通

kN/m

kN kN

kN

kN

kN

N/m

2

ｽﾗﾝﾌﾟ

ｾﾒﾝﾄ量

鉄　筋

3

SD

SD

主 筋

HOOP

本

2

設計支持力(kN)

軽量

軽量

軽量

Fc=

cm

SKK400

一般 標準 長期耐久設計基準強度 Fd

表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

術センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の

支持層

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

N/mm
2

kg/m

新築

特殊:S10T

アンカーボルト

M M

中ボルト

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト

社内検査表

頭付スタッド

支持層

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

捨コンクリート

混和剤

BCP235

普通:F10T

亜鉛メッキ:F8T

ついてのコメント

ＡＬＣ版 厚

デッキプレート 型式

Ｈ= 厚

厚

厚

φ=

φ= L=

L=

mm

mm

M L= mm

頭付スタッドボルト

使用箇所 柱 大梁 小梁

使用箇所 柱 大梁 小梁

ナット シングル ダブル

型式

折　　版(ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ)

L= mmM ナット シングル ダブル

L= mmM ナット シングル ダブル

コンクリートはJIS認定工場の製品とし、施工に関してはJASS5(2009)による。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする｡

床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内の配管の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、部分的にスラブを下

げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

5-2

5-1

5-3

5-4

3.

4.

5.

2.

1. 建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設

けたものを除き、90cm以下とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のた

めの措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有

効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩

和のための措置を講ずること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

■建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

令第129条の2の4の事項

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以

建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

6. 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

7. 給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、風圧、土圧及び水圧並びに

地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

SD345

埋込み(ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ)PHC

STK400

場所打ち ｺﾝｸﾘｰﾄ

認定工場または登録工場(Hグレード以上)

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

とする。

また、打ち込み量が150m を超える場合は150m ごとまたは、その端数ごとに1回を

標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその

本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コ

ンクリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧

送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事す

ること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃

未満の場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート

構造配筋標準図(1)(2)」による。

高強度せん断補強筋は、JIS G3137に規定されるＤ種1号適合品とする。

D19未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200

外観検査 有 無 有 無

箇所を超えるときには、200箇所ごと）に１回行い、１回の試験は引張試験の時は

鉄筋は、JIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2009)による。

引張試験・超音波探傷試験の併用とする

５本以上、超音波探傷試験の時は40本以上とする。

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、 Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型

（スパイラル型）とする。

こととする。

3 3

押えコンクリート

基礎、地中梁

ただし、当初の5ロット分は非破壊検査を行った中から抜き取りし、引張試験を行う

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止めペイントは、

２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し

JIS K5674、２回塗り又は同等品とする。

（　 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

組立・開先検査 製品検査 建方検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検　査　箇　所 検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観（目視）検査

超音波探傷試験

検査率又は検査数

社　内 第三者 工事監理者

個 個 個

個個個
% % %

% % %

備　　　考

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を
代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関名

完全溶込み溶接部

高力ボルトは「JIS B1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲で

ショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう注意して

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

行う。また、締付けは一次､二次締めとする｡

ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50S以上である場合は、赤さびは発生しないまま

でよい。

注1）現場溶接部については原則とし

て第三者検査機関による全数検

査を行う事。

注2）

を100%行う事。

現場溶接部は、超音波探傷試験

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針･工事現場施工編」

現寸検査

適用する

コンクリート及び鉄筋の試験は、公的第三者機関とする。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

型枠存置期間

材料　　合板厚　12mmを標準とする。 施工はJASS5(2009)による。

せ　き　板

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

支　　　柱

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント

高炉セメント
A種

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント

高炉セメント
A種

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント

高炉セメント
A種

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント

高炉セメント
A種

シリカセメント
A種

シリカセメント
A種

シリカセメント
A種

シリカセメント
A種

片持はり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）

注）1

2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

行わない。

注）

上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

3

注）4

支柱の早期取り外しに関しては工事監理者の承認を得ること。

62

3

5

3

5

8

4

6

10

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

キーストンプレート

SS400

（10）　構造計算ルート

（7）　特別な荷重

（6）  屋上付属物

（2）　工事種別

（3）　構造種別

（4）　階　数

（5）　主要用途

（8）　付帯工事

（9）　増築計画

適用箇所

異形鉄筋

丸　　綱

（2）　コンクリートブロック（ＣＢ）

（5）　ボルト

(1)　地盤調査資料

(2)　地盤調査計画

(3)　地盤調査及び杭試験の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合

もある

（1）　直接基礎

（1）　コンクリート （1）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

種　類
設計基準強度

Fc=N/mm2

種　　類 使用箇所 継手工法径

高強度せん断補強筋

溶接金網(JIS G3551)

備　　考現場溶接使用箇所種　　類

（1）　コンクリート

（3）　鉄　筋

（4）　鉄　骨

(4)　ボーリング標準貫入値、土質構成

（2）　杭基礎

（2）　工事監理者の承認を必要とするもの

（1）　工事名称

建築場所

（6）　屋根、床、壁

（2）　鉄　筋

スランプ
cm

備　 考

（4）　工事監理者が行う検査項目

（5）　接合部の溶接は下記によること

（6）　接合部の検査

（7）　防錆塗装

（3）　施工管理技術者

（3）　型　枠
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吉村久夫
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棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

構造

A1=1/―
A3=1/―

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

S-B02

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）







 





主筋間隔は200以下

300以下

a＝D  +2dの範囲
ベース筋

bの範囲
主筋間隔の1.5倍かつ

1

コンクリート止め板

補強筋

基礎下端

HOOP ＠150

基礎下端

HOOP ＠150

3-D16

HOOP筋の継手は片側溶接
10d又は重ね継手40d

(各4ヶ所)

スペーサー
フラットバー@3,000

100以上とする
主筋のかぶりは

捨フープ

1
a

2

3
-
D

1
3

※印はD10-@200とする

Ｈ≦500は※印筋は不用とする

W  の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

(継手範囲)

※

※

内 端 部外 端 部

外 端 部 内 端 部

HOOP 2-D13以上

L下端B.P

柱

6～8

1

1

2-D16以上W

※
※

※

配筋は同厚の壁リストにならう

※※※

※

※

第1帯筋

第1帯筋

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

1

1

1

6d

6φ-@1000

6φ-@1000

6d

6d

a＝1.5×(呼び名の数値)

1

主筋

B.PL下端

主筋

HOOP
2-D13以上

HOOP
2-D13以上

地中梁下端筋

割裂防止用Ｕ字筋

地中梁上端筋

パネル部分は
0.2％以上とする

5d以上

10d以上

斜め筋　3-D13以上

補強かご鉄筋

主筋と同径

d

余
長余長

d

余
長

d

RR R

8
d
以

上

d キャップタイ

d

d

R

R

5
0

φ

φ 45゜

150

1
5
0

1
.5

φ

φ

L
2

φ

杭
主

筋
4
0
d

へりあき200以上

1
0
0
以

上
8
0
0
～

1
0
0
0

余
盛

コ
ン

ク
リ
ー

ト

φ

Ｌ

4
5
d

重
ね

継
手

Ｃ

b b

d45゜

a

D

2
0
d
以

上

かぶり厚さ 2
0
d
以

上

Ｌ ＬＣ Ｃ

1

余長4d

ＬＣ

(片側)40d20d (両側)

≧
1
5
d

Ｌ
Ｌ

o
r

4
0

3
2

梁
幅

500＜H≦1000

30045゜～60゜

L

L

1

o

L

L

L

L

L

2

2

1

2

2

15d 15d

o

L

L

L

L

L

2

2 1

2

2

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

150以上

L

H
O

O
P
 @

1
0
0

125以上

30～50

1

※｛2-D

梁幅

※
 ｛

2
-
D

8
d

D

梁
幅

イ

間隔

d dあき

Ｌ 7
02

Ｌ

L

L

杭間隔は2×φかつφ+1000以上

22

1

2

1

1

D

o/2o/4
15d15d 2

L

o/4o/2o/4
20d20d

鉄骨柱D

ハンチハンチ

ハ
ン

チ

8
d

L
2

Ｄ

Ｐ

Ｐ

〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1

1

Ｌ

Ｌ

梁
Ｄ

柱Ｄ

P
P

P

P

1
.5

D

LL

L

L L

1
.5

D

柱D 柱D

2

2

2

2

2

2 2

15d

a

4d

a

a

a

4d

4
0
0

1
0
0

1
0
0

DL

L

D

ee

1

2

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ2本

H

a

a

間隔

do doあき

30～50

125以上
D以上

地
中

梁

40d以上

鉄骨柱D

H
O

O
P

@
1
5
0

埋
込

み
長

さ
 h

主
筋

の
2
5
d
か

つ
2
.5

D
以

上
又

は
計

算
上

必
要

な
長

さ

135゜

6d

6d
4d

6d

8
d

15d

12d

12d

L

12d

L

2d

5d

2d

標
準

1
0
0
0

h
o
/
4

h
o
/
2

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o
/
2

h
o

h
o

h
o
/
2
+
1
5
d

4
0
0
以

上
4
0
0
以

上

L
2

1Ｌ
150以上

h
o

h
o
/
2
+
1
5
d

L
2

L
2 2

L
以

下

L
1

o/4

100以下

100以下

d

3mm以下

θ

θ＞80゜

d dd/5以下

d/4以下

1.4d以上

圧接面 圧接面 圧接面

a≧400

L L

約0.5L1.5L  以上

1 1

1 1

かぶり厚さ

1.1d以上

※片持スラブ上端筋の先端

図 鉄筋の種類 鉄筋の径によ
る区分

鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法(R)

ベース下の施工を慎重にする

場合、上向きとすることができる
※上端主筋の定着は、やむを得ない

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

(2) 杭 基 礎

(1) 直接基礎

(5) 鉄筋のあき

(3) べた基礎

(1) 独立基礎、杭基礎の場合

(2) 布基礎、べた基礎の場合

(3) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

(4) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 (5) せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

(1) 柱主筋の継手

ハンチを付けた場合(a≧3）

(2) 記号

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

鉄筋の余長

折曲げ角度

図

折曲げ内法寸法Rは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B、

90゜135゜180゜

4d以上 6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

SR235、SD295A

SD295B、SD345

以下

以下

以上

16φ
D16

19φ
D19

16φ
D16

3d以上

4d以上

あ ば ら 筋

スパイラル筋

上記以外の鉄筋
19φ～25φ
D19～D25

28φ～32φ
D29～D38

帯　　　　  筋

鉄筋の種類
クリートの設計

基準強度の範囲

普通、軽量コン

(N/mm  )
一般　(L  )

小　梁 スラブ

定着の長さ

重ね継手の長さ

特別の定着及び

下 ば 筋　(L  )

(L  )1

SR235

SD295A

25d フック
つき

15cm フック
つき

45d フックつき 45d フックつき

SD345

2
2

3

8d以上

6d以上

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上
末端にはフックが必要

図の●印の鉄筋の重ね継手の

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

但し ≦φの場合
＞φの場合は工事監理者の指示による

補 強 筋

ＨＯＯＰ

杭　　径 400φ 450φ 500φ 600φ300φ,350φ

8-D13 10-D13

D10-@150

8-D166-D13 10-D16

(2) 現場打ちコンクリート杭

斫り部分

フック無しフック付

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

2. ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

但し上筋と下筋を読みかえる

3. ②の鉄筋はD13以上

（定着、継手）

イ の拡大図

(6) 鉄筋のフック
(4) 基礎接合部の補強

丸　　鋼

@…間隔    　r…半径　   　CL…中心線

柱

梁

杭頭処理

Ｄ：1500を越える場合

※一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

(3) 帯  　筋

e＞D/6e≦D/6

注 1. 1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

注 2. ①の鉄筋は2-D13かつ、２本の一段太い鉄筋とする

(6) 二段筋の保持(5) 絞り

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅で斜材となる

(4) 斜め柱・斜め梁

○柱幅と斜材幅が異る

注 3. フックおよび継手の位置は、

注 2. Ｗ型で現場溶接をする場合は

主筋の位置をさける

交互とする

注 1. 第１帯筋は、梁面に入れる

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径　   　 　D…部材の成　　    　R…直径

(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋　c.煙突の鉄筋

d.柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e.単純梁の下端筋

f.その他、本配筋標準に記載する箇所

異形鉄筋

の末端部またはスラブと同時に打
ち込むＴ形およびＬ形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋

21～36

18以下

(1) ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（基礎梁のある側）
（基礎梁のない側）

鉄骨柱2D以上
埋込み長さ h

注）根巻形柱脚を
採用する場合
には耐力、変
形、性能などに
ついて十分に
注意して設計
されたもの。

Ｈ型(タガ型)イ

ロ 型

日 型

型目

Ｓ型(スパイラル型)

Ｌは中間部50dかつ300以上
末端部の添巻は1.5巻以上
とする

Ｌは50d以上かつ30cm以上とする

ハ

ロ Ｗ型(溶接型)

両面溶接5d以上

圧接継手

継手の好ましい位置

重ね継手

(2) 柱主筋の定着

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びにはりのせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長
さが不足する箇所に付ける

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

（定着、継手）

（注1　計算によらない場合である）

注1

地中梁の主筋、スタッドボルト

による、おさまりに注意する

埋込形

根巻形

平成13年6月

ST…あばら筋　　    　HOOP…帯筋　　　    S.HOOP…補強帯筋　　    　φ…直径又は丸鋼

…部材間の内法距離　　  　ho…部材間の内法高さ

は片面溶接10d

40d フックつき35d フックつき






SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上、SD390は5d以上

SR235、SD295A

SD295B、SD345

SD390

(単位：mm)
(mm) (mm)

(4) かぶり厚さ

屋　　外

屋　　内

屋　　外

柱・はり・床スラブ・耐力壁

擁　　　　　　　　　　　壁

基　　礎　　・　　擁　　壁

床 ス ラ ブ
屋　　内屋根スラブ

非 耐 力 壁
柱

耐 力 壁
は　　り

土に接する部分

土に接しない部分

30

40

40

50

70

50

50

40

40

60

20

30(20)

30

40   (30)

継　　手

2.　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

1.　末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

5.　鉄筋径の差が7mmを越える場合は、圧接としてはならない

4.　D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

ガス圧接形状

圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

部　　　　　位 設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

(3)

(2)

(1)

(4)

(4)

(1)

(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

(3) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

(4) 軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

〔注〕
30mmとすることができる。

40mmとすることができる。

を受けて40mmとすることができる。

(5) (　)内は仕上げがある場合。

21～36

18以下

40d または
30d フックつき
45d または
35d フックつき
40d または
30d フックつき
45d または
35d フックつき

25d または
15d フック

つき

10d かつ
15cm以上40d または

30d フックつき

35d または
25d フックつき

25d または
15d フック

つき

10d かつ
15cm以上40d または

30d フックつき

35d または
25d フックつき

27～36

27未満

SD295B

SD390

2. 鉄筋加工、かぶり

3. 杭

4. 基　礎

5. 地中梁

6. 柱

1. 一般事項

(地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

構造

A1=1/―
A3=1/―

S-B03

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）

D10-@150

D10-@200


































 











 



  







最　 上　 階

一　 般　 階

正 

面

連続端

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

斜めでもよい

θ=45゜

斜めでもよい
下向きでもよい

フック付

平面

あばら筋
を入れる

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

端部先端

第１あばら筋は柱面より配置する

つりあげ筋

幅止め筋

腹筋

A

A A

CC

B

AC C

D13 肩筋D13以上

15d

D13

受筋D10

D13受筋D10D13

D13

D13 D13 2-D13 2-D13

イ

イ

D13

D10-@200ダブル

D13

D13

D10-@400

D10-@600

D13

D10-@400

D13

D10

D10-@600

D10-@400

※

※

D10

巾止メ筋 補強筋

補強筋補強筋

あばら補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

望ましい範囲

（梁主筋を折り曲げるとき）

つりあげ筋

折曲げ起点は中心線をこえる
ことを原則とする

D13

D13

D13

D13

一般床版配力筋

出隅部分の補強筋

注 注

出隅受け部

1≧ 2とする。 1≧ 2とする。

周囲補強筋

斜め補強筋

D13

D13

D13

D13

D10-@150

D16

D13

D16

D16

D10-@200

2-D16

2-D16
折曲 D10-@200

D13

出隅部

D10-@150

D13-@200 ダブル

バーサポート

D13

D10@400程度

シーリング材使用

柱

D10@400程度

シーリング材使用

柱

D13

D10-@200

D10-@150ダブル
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線
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h
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（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）
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※100φ以上は既製品を使用する事。

(既製品を使用する。100φ以上)

(既製品は製品の適用範囲によること。)

・人通孔も既製品を使用する。

・スリーブは外径を対象径とする。

(1) 定着 (1) 定着および継手

(2) 大梁主筋の継手

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

(4) あばら筋の型

(5) 幅止め筋の本数、加工

(1) 定着

(4) コンクリートブロック帳壁

(1) 柱

(2) 梁

(1) 設置可能範囲

(3) 既製品

c

b

a 大梁

小梁の定着

片持梁の定着

平　面 正　面

柱幅が大きくて、直線部だけで※

は継手の好ま
しい位置

印は幅止め筋
鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする
つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

a b c d e

腹　筋

幅止め筋

D＜600 不要

900≦D＜1200

1200≦D

600≦D＜900 2-D10(9φ)  1段

4-D10(9φ)  2段

D10(9φ)  @300以内

D10(9φ)@1000以内で割り付ける

両側床版付（Ｔ型）梁で

（イ）原則として

（ロ）フックの位置は

のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で 、a b

c 又は とすることができる。

にあっては交互、a にあってはスラブ側とする。b

a

b 一般床スラブ

片持床スラブ

但し　φ≦D/3とする

a 梁に b 柱に（平面図）

c 床に

d 壁と壁（平面図）

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を
配置する。

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

イ は壁配筋と同じ

手摺

一般の場合 下部防水立上りのある場合

設計図による）

注） hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注） 継手部は必ずモルタルを充填すること

注） h ≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く0

●印は補強筋

補強タテ筋

3-D16 4-D16 6-D16

A＜500 500≦A＜1000 1000≦A＜1500

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・D≧400の場合は補強筋を3本とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

とする。

・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16以上)

・梁下端増打コンクリートの場合も上端増打

コンクリート補強と同様とする。

梁端部（スパン /10以内かつ2D以内)は避ける

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合
せのこと。

折　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ST 2-D13-@100

折　筋　2-(2-D13)

150＜φ≦250

縦　筋　ST 2-D13-@100

横　筋　2-(2-D13)

上
下

横　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ST 2-D13

縦筋　ST 2-D13

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

補強筋でD13はD16又は、

2-D13は3-D13と、各々

読みかえる

・梁幅が400を越える場合は

柱幅が大きい場合

b

及び工事監理者と打合せのこと( )増打するときは事前に設計者、

ハッチ部分の面積Acm2

斜　筋　4-(2-D13)

プレート型金網型パイプ型リング型

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

(1) 柱、梁 (2) 地中梁 (3) 床版、壁

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する )(

（但し、H≧800の場合、

L  がとれる場合でも柱中心線を2

2

注、
L  を示す
点線は下端筋の曲上げ定着

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

こえて中間折曲げテール長 150
以上又は180゜フック付とする

(6) 土間コンクりート

孔と孔のへりあき100以上

斜　め

各2-D19

各2-D13 各1-D13

各2-D13 各2-D13

各2-D16

周　囲 注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

端部

中央 中央

端部

b

a

間仕切壁との交叉部

軽作業の土間

・無筋部分D10-@200　　長さ800以上

・設計配筋間隔の1/2ピッチ  長さ2L1以上

(7) 釜場

(8) 打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

（開口の径500程度の場合）(4) 床版開口部の補強

床版厚さD

(5) 床版段差

150＜D≦200

200＜D≦300

D≦150

補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

短　辺　方　向

短辺・長辺方向

上端筋

下端筋

標準継手位置

B

B

CA

長　辺　方　向

継手位置は原則として下表による。

(2) 屋根スラブの補強

補強筋は各3-D13　又はスラブ主筋の同一径でa

b ※の個所（入隅）は各階補強する

(3) 片持ちスラブ出隅部補強 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

※柱と同径、同ピッチとする。

平成12年11月

(2) スリット部
(2) 鉄筋標準配筋

シングル配筋 ダブル配筋

(3) 手摺、パラペット

（設計図に記入のあるとき）

パラペット

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅

完全スリット 部分スリット

tは階高の1/100程度 tは階高の1/100程度

スリット部の鉄筋の被り厚さは

さ以上とする。
2-(4)被り厚さの表、最小被り厚

かつ7cm
W≦D/6,Wt/2

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
D

1
3
、

下
端

筋
は

D
1
0
を

設
け

る
）
出

隅
部

分
の

補
強

筋

a≦200

・aは70～200程度。

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

=1,500とし、上端筋の下に配筋する

100＜φ≦15080≦φ＜100

7. 大梁、小梁、片持梁

9. 壁

10. 柱、梁増打コンクリート補強

11. 梁貫通孔補強

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

標準図(1)の2－(3)による。

12. 増築予定

8. 床　版

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)
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構造

A1=1/―
A3=1/―

鉄骨構造標準図(1)

S-B04

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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内ダイアフラム4
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※

※
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※

※

※

※

※

※

※

※

1 ※

〈柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合〉

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の1サイズアップとする事。

4

2

2

※

※

3 5～ とする。

3 5～ とする。※ t＞16mmの場合の溶接は、2

※1 t＞16mmの場合の溶接は、 3 5～ とする。

※1 t＞16mmの場合の溶接は、 3 5～ とする。

※1 t＞16mmの場合の溶接は、

※ はりフランジは、通しダイヤ
フラムの厚み(t)の内部で溶
接する事。

7

7

7

4

ダイヤフラムは、SN490B・C,SM490同等以上の鋼材を使用する事。

ノンスカラップ工法も可とする。

削り面

プレート

回し溶接する

スカラップ部分は

内ダイヤフラム

開先面裏はつり側にする。

裏当て金

回し溶接する

スカラップ部分は

内ダイヤフラム

フランジが柱のRに

接しないこと

ガス抜き

φ=20

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のRに接しないこと

S S

S S

t1

D11D

θ=60゜

G=0

θ=60゜

t

25㎜以上

θ=45゜

θ=60゜

θ=45゜(55゜)

θ=45゜

θ

θ

t

θ

r=10

r=35

r

θ

θ

S

2t

t

t

L

t

R≦2

2/3t

1

1/3t

R≦2

f

f

t

t1

t

a

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

R≦2

t
t

t1

2

f

f

R≦2

R≦2

G LL

25mm以上

1

t

80以
下

G=0～2

エンドタブが互いに
あたらぬこと

φ

B

t

S

f

f

f

G=0～2

G=0～2

5
1

G

25以上かつ

t

1
5
0
以

下

1
0
0
以

上

25以上

2
5
以

上

G

t

A 断面A

1

3

2

4

6

7

5

8

S
7以下

6
8～10

7 10 12
11～13 14～16t

t t＞16mm

6＜t＜19mmt

溶接姿勢

溶接姿勢

のど厚t㎜ 余盛の高さ㎜

t 6＜t＜19mm

1

2

3

4

t

溶接姿勢

溶接姿勢

溶接姿勢

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19

12≦t≦19

6＜t＜12

t㎜

t＞19

F.V

MC  NGC

GC

Lt1 θ LG t1θ G

6 56 6 5645゜ 45゜6≦t＜12

35゜ 9 9 8 9 812≦t＜16

9 8 9 9 835゜ 35゜916≦t

溶接姿勢

t㎜

θ θ GG LL t1t1

45゜

35゜

35゜

6

9

9

6

9

9

5

8

5

45゜

35゜

6

9

6

9

9

5

8

56

GC

寸法(mm)

φ B S

9 7 4

13

16

19

22

25

8

9

10

11

12

4.5

5

6

7

8

t≦16mm

45゜ 6

t≧19mm

45゜

F.V

F.V

F.V

F.V

F.V

MC  NGC

溶接材料 入熱(KJ/cm) パス温度差(℃)鋼材の種類

490N級鋼

JIS Z 3211,3212,3214

YGW-11,15

JIS Z 3212,3214

YGW-18,19

YGW-18,19

YGA-50W,50P

YGA-50W,50P

400N級鋼

40以下

40以下

40以下

30以下

350以下

350以下

350以下

250以下YGW-11,15

（a）　構造設計仕様による

（b）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

（c）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(1) 材料及び検査

(2) 部分溶け込み溶接（使用箇所に注意）

余盛は(1+0.1S)mm以下とする
1,t2・tはt の小さい方とする

厚とすることが望ましい

t≦t1
1D ≧t/3

・軸力が加わる場合のSは母材と同

t/4≦S≦10mm

f=t/4

f=t/4

a＞4mmの場合

平継手で板厚が異なるとき

（裏はつり後溶接）
（裏はつり後溶接）

f=t/4

・AAG(  )内はGCでF.Hの場合

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

溶接記号番号を◯中に記入のこと

根巻の場合

AA 断面図

及び梁成が異なる場合

●柱が途中でおれる場合

●ＢＯＸ型

(1) 隅肉溶接

・但し片面溶接の場合はS=tとする

(3) 完全溶込み溶接 （平継手　T形継手）

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・両側に補強隅肉溶接を付加する   AAG

・補強隅肉溶接を付加する

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・両側に補強隅肉溶接を付加する

溶接棒角度θは30゜～40゜とする

（b）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(2) 工作一般
（a）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（c）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(3) 高力ボルト接合
（a）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）の溶接

（ロ）　アークエアーガウジング機（直流） （ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ヘ）　溶接棒乾燥器

（b）　溶接機器

（イ）　交流アーク溶接機　300A～500A

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（NGC） アークエアーガウジング  (AAG)

（c）　溶接方法

（a）　溶接技能者

アーク手溶接  (MC)

（d）　溶接姿勢

(4) 溶接接合

（ニ）　炭酸ガスアーク半自動溶接機

ガスシールドアーク半自動溶接  (GC)

技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

（ハ）　サブマージアーク溶接機一式

立向　V 横向　H 上向　O下向　F

（イ）　仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（e）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

Ⅱ）　エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅲ）　エンドタブの長さは、MC：35mm以上

（イ）　エンドタブ

仮付不良 良 良仮付不良

仮付溶接

エンドタブを取り付ける

（f）　溶接施工

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

Ⅰ）　完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

をいためない様に、養生を行なう

（ヘ）　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

(5) 塗装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

励行し、部材に確認マークをつける

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

（ロ）　裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上とする

又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ）　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

グラインダー仕上げとする

NGC、GC：40mm以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

かつ2t以上
35mm以上

エンドタブ

（ハ）　スカラップ　半径30～35mmと、10mmのダブルアールとする

（ホ）　裏はつり

但し梁成がD=150mm未満の場合の
スカラップはr=20mmとする

r=30～35mm
スカラップ

G:ルート間隔

（ニ）　ノンスカラップ工法

T形突合せ継手余盛

●鋼材種別による溶接条件

、 、 型●

（通しダイヤフラムの場合）

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

t＞柱フランジのプレート厚

θ=75゜～105゜

平面詳細

平成13年7月

θ:開先角度

(4) フレアー溶接

K形の場合

のとき4mmとする)
f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

のとき4mmとする)
f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

1. 一般事項 2. 溶接規準図 （単位 mm）（注）　f : 余盛　G : ルート間隔　R : フェース　S : 脚長

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)
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棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

構造

A1=1/―
A3=1/―

鉄骨構造標準図(2)

S-B05

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）

部材リストによる。

部材リストによる。

部材リストによる。

部材リストによる。
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PL-(2)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(1)
PL-(3)

d

d

PL-(1)

PL-6

30゜

N

FB-65x9 中ボルトM16

アークスポット溶接
16φ≒@200

水平ブレース

L-50x50x6 @≦600

PL-3.2

PL-50x6

PL-1.6

PL-1.6

L形鋼

L-65X65X6以上

=500

鉄骨梁

鉄筋 9φ 

ALC壁パイル

受け金物 ア 6

=1000

L-65X65X6以上

鉄筋 9φ

ALC壁パイル

タテカベプレート ア 6

シーリング材

鉄骨梁

シーリング材

スライドハタ金物

フックボルト12φ

鉄骨柱 鉄骨柱

フックボルト12φ

シーリング材

カベプレート ア 2.3

ALC壁パイルシーリング材
ALC壁パイル

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレート





(片側)
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N2(片側)
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形 状

L
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1
0

1
0

1
0

N2 N2

300以下

φ φ

φ

1010

2φ 1010

2
φ

D


挿 入 筋 構 法

ボルト止め構法

ス ラ イ ド 構 法

カバープレート構法

(ロッキング工法も
可とする。)

穴　径

M16

M20

M22

M24

ボルト

(1) (2) (3) 最　小

28

34

38

44

22

26

28

40

40

40

45

40

50

55

60

40

50

55

60

60

60

60

70

(mm)

呼　び

タイプ

(2) ピン接合梁継手リスト

符　号 部　　　材 PL-(1) PL-(2) N-径

1 2

1 2Ft
Wt

(1) ボルトピッチ(P)
B1≦250

標　準

B1 B2

150  60

175  70

 80200

250 100

300

350

400

140

170

(6) 鉄筋ブレース

ウェブフランジ

N2-径PL-(3)N1-径PL-(2)PL-(1)

ウェブフランジ

部　　　材符　号

(a) 羽子板ボルト

［注］　(1) e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい

(2) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

(5) 柱継手リスト

N2-径PL-(3)N1-径PL-(2)PL-(1)

PL-(1) N-径

部　　　材符　号

符　号 部　　　材 

注） 端部をBHとする場合の部材は設計図による

(7) デッキプレート

梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法および端部処理

e≧35mm

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

あて板（鉄板） あて板（非金属）梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

(b) 形鋼ブレース
縦壁構法

横壁構法

(8) ALC板取付要領

（JIS 1198）

スタッド材の標準形式・寸法

(9) 頭付きスタッド

(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

・梁端部（スパンの /10以内かつ2D以内）は避ける

・計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い

ス タ ッ ド 材

頭径 D 頭高さT 溶接後の長さ L

mm mm mm
呼び名

φ16mm

φ19mm

φ22mm

軸径 d

mm

12.7

13.0 22.0

25.4

10.0

 7.9

10.0

 7.9

16.0

15.8

29.0

31.7

10.0

9.5

19.0

19.0

32.0

31.7

9.5

22.0

22.2

35.0

34.9

10.0

φ13mm 50, 80, 100, 130

80, 100, 130

80, 100, 130, 150

100, 130, 150

・φ≦0.4D

プレート補強（片面又は両面）

パイプ補強（小径の場合）

パイプとプレート補強（片面）

リブプレート補強

(10) 梁貫通補強

ねじの呼び(d)

軸径d1
最　　　　　　　　　小

最　　　　　　　　　大

S

R

e1

e3

t

e2

t

e2

板　　  厚

調整ねじの長さ

は し あ き （最小）

切 板 製

平 鋼 製
板　　  厚

溶 接 長 さ （最小）

取付ボルト
ねじの呼び

本　　　　数

種　　　　類

へ り あ き
（最小）

へ り あ き
（最小）

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき（最小）

(1)

(2)

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

13 1717 21.521.5 23.5 21.5

35 40 45 50 5050 55

22 2828 3434 38 38

4.5 66 9 9 99

19 2525 32.532.5 37.537.5

4.5 66 9 9 99

47 52 59 6666 73 70

40 50 55 60 75 8585

JIS B 1186  2種高力ボルト　(F10T)　又は

JIS B 1180  中8ｇ 10.9

M14 M16 M18 M20 M22 M24M12

M16M16 M20M20 M22 M20M12

1 1 1 1 1 1

［注］　(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

注)　現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

、ボルト穴径・最小縁端距離

(2)(3)の標準

ピ　ッ　チ　（P）最　小　縁　端　距　離　（e）

18

24

22

26

TYPE-1 TYPE-2

（SCSS-H97による）

（SCSS-H97による）

(4) ハンチ部の継手 フランジ及ウェブ厚の差のある場合

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による
≧1mm フィラープレート併用のこと

-Wt
-Ft

B1=300 B1=350(400)

110

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

Aタイプ使用は

柱D=250mm

以下とする

Aタイプ

CタイプBタイプ

(1)

(2)

形鋼ブレース羽子板ボルト

平成12年11月

(3) 梁剛接合継手リスト

32

取付ボルト穴径
許容差+0 .   -0.5mm

2

(JIS規格品とする…JIS5540…1982/5541・5542…1993)





鋼　管径 補強PL

φ139.8x4.5

φ165.2x4.5

80

100

125

150

PL-9

PL-9

－

－

－

2PL-9

鋼　管径 補強PL

175

200

250

φ190.7x5.3 2PL-9

2PL-9

2PL-9

φ216.3x5.8

φ267.4x6.0

・鋼管　STK400 , 補強PL SN490B

・認定品を使用する場合は、その仕様によること。

3.継手規準図、その他

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)



2-M12

中ボルト 補強リング

50
（溶接も可）

補強リング

5段までは
溶接しないこと。

(最上段はFB-6x65程度
を使用すること。)

80

4
0
d
以

上

杭天端

以上とする。

付ける等の、浮上がり防止処理を行う。

とし、スペーサー同段に4箇所

主筋最下部に、90°以上のフックを

HOOP筋の継手は片側溶接10d

又は重ね継手40d

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉｉ

ｉｉ

ｉｉｉ

ｉｖ

ｉｉｉ

ｉｖ

ｉｉ

１３

１２

１４

１０

１１

ｉｉ

鉄筋加工組立

（ａ）　コンクリート

2. 工　　法

施工に先立ちコンクリート製造工場の計画調合書を提出し、監督員の承諾を受ける。

１．気温によるコンクリートの補正は行なわない。

２．ＡＥ減水剤標準形を使用する場合でも単位セメント量の補正は行わない。

注：また、土質により安定液を用いない場合は、監督員と協議する。

（３）　掘削にあたり、バケットにリーマを用いて、杭の拡幅をしてはならない。

（４）　掘削深さ及び支持地盤の確認。

（１）　掘削にあたり、掘削孔周壁の崩落防止に安定液（ベントナイト安定液）を用いる。

（５）　上記（４）の確認後、孔底にたい積したスライムなどを、底ざらい工法により十分さらい取り、速やかに

（６）　底ざらい工法はあらかじめ資料を監督員に提出して、承諾を受ける。

（８）　コンクリートの打込みは、トレミ管には安定液、地下水、土砂などが混入しないよう下記により行う。

（９）　コンクリートの打込みは、杭に空げきを生じないように、中断することなく行う。

　　　　（ｉ）コンクリート打設開始時には、プランジャを使用する。

　　　　　　　いるように保持する。

（　）　安定液（ベントナイト安定液）の管理

（ｂ）　鉄筋

（２）　鉄筋の加工及び組立ては、下記以外は５章による。

　　　　　　　　につき３箇所程度入れ、リングと主筋との接触部を溶接する。溶接長さは補強材の幅とする。

　　　　　　　　なお、鉄筋量が多く補強リングを変形する恐れのある場合は、監督員と協議する。

　　　　（ｉ）　安定液には分散剤を添加する。

　　　　（ｉ）　最初の１本は、試験掘削とし、掘削は既知の土質資料などと照合しながら行い、掘削完了後、

　　　　　　　　深さ及び支持地盤について監督員の検査を受ける。

　　　　　　　　なお、以後の杭については、地盤の状況に応じて監督員の検査を受ける。

　　　　（　）　全数において深さ及び支持地盤を確認し、記録を監督員に提出する。

　　　　　　　　なお、主筋への点溶接、アークストライクなどを行ってはならない。

　　　　（　）　組立てた鉄筋の節ごとの継手は、原則として重ね継手とし、鉄線で結束して掘削孔へのつり込み

　　　　（　）　組立てた鉄筋には、孔周壁と鉄筋の間隔を保つために必要なスペーサーをつける。スペーサは、

　　　　　　　　に耐えるようにする。

　　　　　　　　程度のものとする。

　　　　鉄筋かごの設置及びコンクリートの打込みを行う。なお、中間層に細砂層などがある場合は底ざらいバケットと

　　　　（　）　溶接は、アーク手溶接又は半自動溶接とし、溶接工は鉄骨構造標準図（１）、1、（４）、（a)による。

3. 孔壁測定　　（する・しない）

種　別 摘　　要

21 25

セメント比
強度上の水

所要スラ

ンプ
最大寸法 ト量の最小

単位セメン

値
(cm)

(kg/m )

粗骨材の

ない場合。

孔中の水が少

孔中の水が多

い場合。

Ａ　種

Ｂ　種 340

（　）　表層部はケーシングを使用する。

　　　　所定の高さにそろえる。

（　）　杭頭処理は、コンクリートを打設し、１４日程度経過した後、本体を痛めないよう杭頭を平らにハツリ取り、

（　）　安定液などに混入している泥分は、沈殿そうに集めて排除するなど、関係法令等に従い処理する。

　　　　（　）　品質試験の項目は、粘性、比重、ろ過水量、ＰＨ、砂分、塩分（海岸付近の工事）などとする。

　　　　　　　　ついてのみ行う。なお特に品質が変わった場合及び著しく地層が変わった場合は、必要に応じて

　　　　　　　　全項目の試験を行う。

　　　　（　）　品質試験完了後、試験成績書を監督員に提出して、承諾を受ける。

60以下

55以下

（　）　杭頭部には、原則500mm以上の余盛りを行う。

（２）　杭の先端は、支持地盤に1m以上　かつ　杭先端径（施工径）の1/2以上根入れさせる。なお、岩盤などで堀削困難な場合は監督員と協議する。

　　　　（　）打設中はトレミ管の先端が常にコンクリート中に2m以上入っているように保持する。

　　　　（　）オールケーシング工法の場合は、ケーシングチューブの先端がコンクリート中に2m以上入って

　　　　（　）　試験掘削に使用する安定液の品質試験は、上記（　）の全項目とし、以後の杭は粘性及び比重に

　　　　（ｉ）　鉄筋の組立ては、主筋と帯筋の交差点を径0.8mm以上の鉄線で結束する。補強は杭径1.2m以下

　　　　　　　　の場合は鉄板6ｘ65（mm），1.2mを越える場合は鋼板9ｘ65（mm）の補強リングを、１節

　　　　　　　　ケーシングチューブを用いる場合は径13mm以上の鉄筋とし、ケーシグチューブを用いない場合で

　　　　　　　　杭径1.2m以下の場合は鋼板4.5ｘ38（mm），1.2mを超える場合は鋼板4.5ｘ50（mm）

（３）　主筋の重ね継手長さは45d以上、フーチングへの定着長さは、40d以上とする。

2

310

（mm） 3（％/wt）

（１）　異形鉄筋は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」５章による。

（７）　鉄筋かごの浮上がりに注意する。

場所打ちコンクリート杭(アースドリル工法）仕様書

３. 単位水量の最大値は200ｋｇ/ｍ　とする。
3

１５（　）　杭の鉛直精度測定は超音波孔壁測定によるものとし、その精度は1/200以下とする。

4. 使 用 材 料

φ1.2ｍ以下　かつ　杭長＜10ｍの場合、または

オールケーシング工法の場合は

1. 適　用　範　囲

（２）　工事の実施に際しては、設計図による他は、本基準の該当各項及び関係諸基準に準拠し施工する。

（１）　本基準は場所打ちコンクリート杭におけるアースドリル工法の施工・監理に適用するものである。

ポンプリフト等を併用する等の処置を考慮すること。

ｉｉ

　　　　（ｉ）　コンクリートは練り混ぜ後、90分以内に打ち込む。但し、気温が25℃以上の時は60分以内とする。

　　　　（　）　コンクリートの打設量は必ず記録し、報告書に記述する。

コンクリートは必ず連続打設とする。

　　　　（ｉ）　表層ケーシングは、土質や現場の状況に関わらず必ず使用するものとし、作業性等を考慮して2～4ｍ程度とし

径は杭径より100ｍｍ程度大きなものとする。

支持層

ｌ

拡底径

１２～１６°
脚部

軸部径

頭部

杭長

G.L

250

軸部

※ I : 支持層への根入れ深さは1.0ｍ以上とする。

拡底アースドリル工法の場合

工法は（財）日本建築センターの評定を受けたものとする。

縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

構造

A1=1/―
A3=1/―

場所打ちコンクリート杭仕様書

S-B06

コンクリート設計基準強度はFc=30N/mm とする。

　　　　孔壁測定は各杭径(P1～P5)の最初に施工する杭について行う。また、測定は杭全長にわたり、直角２方向の杭径・杭芯を行う。

　　　　測定器具、方法は杭施工要領書により、監督員の承諾を受ける。(5本)

スペーサーのピッチは3m以下

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）



特記事項：

材料／デッキプレート

 ハイデッキ

□ １.６

□ １.４

□ １.２

□ １.０

□ ０.８

□Ｚ２７

□Ｚ１２

調整プレート

断面応力・たわみの計算

スラブ厚さ別許容スパン早見表 [ 施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮 ]

接 合

   ぎ筋でデッキ端部をスターラップに結束する。
   ーで釘止めする。更にＲＣ造置きスラブ上（地中梁）に止める場合は、丸棒(φ１０ｍｍ程度)・継
   作業員を指名する。ＲＣ造及びＳＲＣ造の場合の接合は、型枠に対して釘打ち機又は金槌・ハンマ
1) ハイデッキの接合は、Ｓ造の場合アーク溶接で行う。また薄板溶接に充分技量を有する有資格者の

   キに直接局部荷重をかけないようにする。
1) デッキ上に鉄筋等の重量物を置く場合は、デッキ弱辺方向の上部にバタ角等台木を数本並べ、デッその他

2) コンクリート打設時、コンクリートの山を作らないようにし、集中荷重を避けるようにする。
3) コンクリート打設前迄に、中間サポートの施工を確認する。

1) 工事に先立ち、ハイデッキ使用の目的によく合致するように、工法及び工程の計画を立てる。
   また、各施工段階における荷重に基づき強度や剛性について検討する。計 画

1) ハイデッキの荷おろし時、梱包したハイデッキに局部変形を与えないようにする。運搬
保管

2) あらかじめ割付図を作成し、柱・梁の取り合いを明確にし、現場における作業や役物を少なくする。

2) 高所で突風の恐れがある場所では保管方法を適切に行い、飛散防止を行う。

1) ハイデッキの敷込み前に、梁上を十分に清掃する。施工図に従い、柱廻り、梁接合部、構台Ｈ型柱、
   マンホール等の開口部、斜め梁等のデッキ受けが施工されているか確認する。敷込み

穴あけ
切断 1) ハイデッキの工事現場における切断・孔あけ作業は、ガス切断、アーク溶接機で溶断等の方法があ

   るが、機械加工を原則とし、材質・強度および形状を損なわないようにする。

2) 敷き込みは最初の１枚を墨出し位置に合わせて仮止め後、通りや不陸を修正しながら２枚目以降を
   割付図通りに敷き並べていく。なお、敷込みを完了したものはその日のうちに仮止めする。

2) リブ部（脚部）の切取りは、局部破壊の原因となるので切り取る場合には、補強等充分に考慮する。
3) スリーブ等の開口部がある場合には、鉄板で補強する。

断面性能及び質量

納　　ま　　り　　例

125

300

250

200

190

180

170

160

155

150

145

140

135

130

(mm)

120

125

130

135

140

145

150

155

160

170

180

200

190

250

(mm)

300

軽量コンクリート普通コンクリート

施工割増係数α（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）
設計荷重

 B1

 S2 S1

 A2 A1

 S

標準型［Ｔ］

□

120

キーストンプレート

キーストンプレート

役物デッキプレート

ＳＧＣＣ

KHD-75-08

KHD-75-10

KHD-75-12

KHD-75-14

KHD-75-16

ＫＨＤ－７５

ハイデッキ ＫＨＤ－７５

ＫＨＤ－７５

KP-08

設　　　　　　　　計

施　　　　　　　　工

型枠デッキの設計・施工は、(社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説｣に準拠します。

ハイデッキ[KHD-100]設計・施工標準

40

3□ ( 　　　　　   　　)[ 　　kN/m ]

Ｓ造 Ｓ造Ｓ造

Ｓ造 Ｓ造

ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

基礎部 基礎部

基礎部基礎部 基礎部

開口部 開口部

Ａ部詳細

断面

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として予め
型枠で囲い、コンクリート打設硬化後にデッキを切断する。

がある場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける。
開口部の大きさにより、デッキとコンクリートが剥離する恐れ

平面

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

表面処理［亜鉛めっき］ 使 用 材 料種類の記号デ ッ キ 種 類 板厚 ｍｍ

JIS G 3302　

｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣　 
[両面最小付着量 275g/m ]

注意　※表面処理がＺ２７の場合、納期に余裕をみて下さい。

50
25

75

38

通常90
エンドクローズ

210210210

630

エンボス加工
上向き

530
210 210110

380
210170

210 210

170210 210
590

630
210 210 210

590
210 210170

幅
板厚

25

90

項　　　　　目             算　　定　　式

曲げ応力

σ＝    ＝　  x10 ≦

8Z
WL

支 圧 耐 力 (N/m)

[ S    造 ]

(N/mm )

2

8Z
WL2

た　わ　み　(mm)

Ｐ＝ＷＬ≦ Ｐa

(幅1m当たり)

1.2

19,600

1.0

14,700

0.8

9,800許容支圧荷重（N/m）

デッキ板厚（mm）

スパンＬの取り方

記号説明

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

デッキリブの許容支圧荷重Ｐa

Ｗ ：デッキ自重    Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝(スラブ厚)×(鉄筋コンクリート単重)

□ 普通コンクリート[24kN/m ]

□ 軽量コンクリート[20kN/m ]

3

3

作業荷重

 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

1,000～4,900

デッキ長さ デッキ長さ

Ｌ Ｌ Ｌ

 幅方向の割付  長さ方向の納まり

 柱廻り  段差部  斜め梁部

 幅方向の割付  長さ方向の納まり

 柱廻り  段差部  斜め梁部

 幅方向の割付  長さ方向の納まり

 段差部１  段差部２  斜め梁部

 コンクリート打設前に開口部を切断 コンクリート硬化後に開口部を切断

ＲＣ・ＳＲＣ造

50以上

ジョイントプレート
かかり代調整

プレート

30以上
デッキ受材

FB6×30～50

ハイデッキ

※Ｈ寸法は最大２００迄とする。

溶接固定

切断加工（現場）
Ｗ

ハイデッキ

デッキ受け
Ｌ-75×75×6等

割付け方向
かかり代
３０以上

＠200～210
アークスポット溶接

ハイデッキ
オフセット寸法

40以下
鉄骨梁

かかり代５０以上割付け方向

Ｓ
調整プレート

ＴＴ
Ｔ

Ｓ

かかり代
３０以上

柱

梁

割付け方向
のみ込み代

１０

せき板 横桟木

縦桟木

Ｓ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｗ

のみ込み代
１０

せき板

のみ込み代１０ 釘止め＠200～210

ハイデッキ
オフセット寸法

40以下

縦桟木(@600以下)12 50

せき板

横桟木

切断加工（現場）
落下防止金物

ハイデッキ

大引

支保工
縦桟木

Ｗ
プレート
調整

のみ込み
１０

梁

ハイデッキ

縦桟木 せき板

梁

のみ込み代
１０

Ｚ型金物（亜鉛鉄板）

※Ｈ寸法は最大２００迄とする。

ハイデッキ

Ｈ

かかり代
３０以上

落下防止金物
50以上

Ｈ

割付け方向
かかり代
３０以上

50以上

ハイデッキ

Ｈ

デッキ受け
Ｌ-75×75×6等

アンカーボルト

ハイデッキ

大引
支保工

スターラップ

継ぎ筋

結束

落下防止金物

ハイデッキ

大引
支保工

切断加工
（現場）

ハイデッキ

オフセット寸法
40以下

増し打ち３０

プレートまたは山形鋼等 落下防止金物
大引

開口部

コンクリート止め補強支保工

コンクリート止め

コンクリート止め

開口部

プレートまたは山形鋼等
コンクリート止め

リブ間210 リブ間210

コンクリート止め

落下防止金物

ハイデッキ

開口部

コンクリート硬化後
ハイデッキ切断

落下防止金物開口部

開口部

落下防止金物

63
0

コンクリート止め

リブ部分
プレートまたは山形鋼等

大引

補強支保工Ａ

ＰＣ梁
地中梁

３０以上 継ぎ筋

柱

Ｓ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｗ

[ＲＣ単位重量]

コンクリート

2

2
2 2

2

3

3

M
Z

Z
M

α
ｆb

δ＝　　　　×10 ≦     ＋5
9C5WL

384EI

4 Lx10
180

3

1

2

5

b b

σ＝    ＝　  x10 ≦ｆb

１８.７０.８ １２０

２４.４ １５０ ９.７９

ス

ラ

ブ

厚

0.8

ＲＣ・ＳＲＣ造

Ⅲ類
[α=1.5]

0.8 1.0 1.4 1.6 1.0 1.21.2

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造

Ⅱ類Ⅰ類
[施工割増係数：α=1.0] [α=1.25]

ＲＣ・ＳＲＣ造

Ⅲ類
[α=1.5]

0.8 1.0 1.4 1.6 1.01.2

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造

Ⅱ類Ⅰ類
[施工割増係数：α=1.0] [α=1.25]

ス

ラ

ブ

厚

0.81.2

3 320kN/m

算定式および許容値は、下表とする。

2

□ ( 　　 N/m )[              　　]2

2□ 1,470N/m [ポンプ工法]

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する。

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ1 2 3

板厚 t＝0.8mm　　製品長さ L＝350～1,200mm

デッキ受け［-200×75×6等

ハイデッキ

Ｈ

Ｈ

デッキ受けＬ-75×75×6等

建物の構造

2,100

2,080

2,050

2,030

2,000

1,980

1,960

1,930

1,890

1,850

1,820

1,780

1,640

3,1303,0102,8502,580

3,1102,9902,8302,540

2,510 2,810 2,960 3,090

2,480 2,790 2,940 3,060

2,450 2,770 2,920 3,040

2,420 2,750 2,900 3,020

2,400 2,730 2,880 3,000 3,110 2,440 2,670

2,370 2,700 2,860 2,980 3,080 2,410 2,640

2,320 2,640 2,820 2,940 3,040 2,360 2,590

2,270 2,590 2,790 2,900 3,010 2,320 2,540

2,230 2,540 2,750 2,870 2,970 2,270 2,490

2,180 2,490 2,720 2,830 2,940 2,230 2,440

2,690 2,790 2,040 2,240

2,610 2,870 3,040 3,160 3,270 2,660 2,1302,910

2,870

2,840

2,800

2,770

2,740

2,7002,470

2,500

2,530

2,560

2,590

2,6303,250

3,220

3,200

3,170

3,150

3,130

1,5202,0801,9002,6602,5102,3302,1201,860

2,000 2,290 2,500

板厚t (mm)

24kN/m

[両面最小付着量 120g/m ]

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

原則として、デッキ長さが1,000mm以下の場合に使用。

施工状況の種類/α 施　工　条　件　な　ど

Ⅰ類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０mm

または板厚１.２mmのフラットデッキを使用する場合。

フラットデッキを使用する場合。
Ⅰ類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８mmの

□ Ⅱ類/１.２５

□ Ⅲ類/１.５

□ Ⅰ類/１.０
な設定、管理により施工上の安全性が確実に確保される場合。

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切

建物の構造

板厚t (mm)

[RC・SRC造]

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　   
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ ＝ 205　　　　　
 M ：最大曲げモーメント　　　　　　　  
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　 
 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 

 W ：設計（上載）荷重　　　　　　　　　　
 L ：スパン　　　　　　　　　　　　　　　 

 I ：断面２次モーメント(全断面有効) 　　

 Ｐ：デッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　  
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　　

　E=2.05×10   E ：鋼材のヤング係数

７.８８ １２.５ ８.１２ １２.９

１５.５ １０.０ １５.９１.０

２９.４ １８０ １１.７ １８.６ １１.９ １９.０１.２

３４.４ ２０６ １３.６ ２１.６ １３.９ ２２.０１.４

３９.３ ２３２ １５.５ ２４.６ １５.８ ２５.０１.６

mm kg/m kg/m kg/m 

施工状況
の種類

施工状況
の種類

30

40

30
記号

２,０００
１,０００

１.６

１.２

４００

３００

板厚(mm) 製品長さ(mm)幅(mm)

１.２２００

注)合板型枠用調整プレートには釘孔加工(＠600mm)
 　を施します。

3 4Ｉｘ10 mm /mＺx10 mm /m

品　名

4

2

2

3

2

2（N/mm ）
（N/mm ）

（N･mm/m）
（mm /m）
（ mm ）

（N/m ）
（ m ）

（mm /m）

(N/m)
(N/m)

（N/mm ）

断面２次モーメント板 厚 断面係数
有効幅考慮 製 品 質 量

亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
3 4 2 2

施 工 時

50

2,760

2,730

2,700

2,670

2,640

2,610

2,580

2,550

2,520

2,470

2,420

2,380

2,340

2,150

2,000

2,980

2,950

2,930

2,910

2,890

2,870

2,850

2,830

2,810

2,780

2,750

2,710

2,660

2,450

2,290

3,140

3,120

3,100

3,070

3,050

3,030

3,010

2,990

2,970

2,940

2,900

2,870

2,840

2,690

2,500

3,270

3,250

3,220

3,200

3,180

3,150

3,130

3,110

3,090

3,060

3,020

2,980

2,950

2,810

2,690

3,390

3,360

3,340

3,310

3,290

3,270

3,250

3,220

3,200

3,160

3,130

3,090

3,060

2,910

2,790

2,810

2,780

2,750

2,710

2,680

2,650

2,630

2,600

2,570

2,520

2,470

2,420

2,380

2,190

2,040

3,080

3,040

3,010

2,970

2,940

2,900

2,870

2,840

2,810

2,760

2,700

2,650

2,610

2,400

2,240

2,260

2,230

2,200

2,180

2,150

2,130

2,100

2,060

2,020

1,980

1,940

1,910

1,760

1,640

2,080

□ 2,450N/m [ホッパー･バケット工法]

420

HPL200

HPL300

HPL400

亜鉛めっき(Ｚ２７)

kg/m 

６.０７

亜鉛めっき(Ｚ１２)

kg/m 

５.８９

製 品 質 量

断面２次モーメント

Ｉｘ10 mm /m

１２.２

44

有効幅考慮
断面係数

Ｚx10 mm /m

９.８０

33

０.８

品　名
板 厚

mm釘穴φ５

水抜き穴 φ５
キャンバー 10mm以下

2

（幅630mm）
ハイデッキ

kg/m 

全断面有効

全断面有効

割付け幅 620

25

エンドクローズ

約85
製品幅 650

50

※型枠デッキスラブは、本工法と同等の性能のものを採用することとする。

参考図

採用項目に ● を記して下さい。

●
●

型枠デッキ設計・施工標準

縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

構造

A1=1/―
A3=1/―

型枠デッキ設計・施工標準図

S-B07

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）



縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

構造

A1=1/―
A3=1/―

合成スラブ設計・施工標準図

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

□1.2
□1.6

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

材料／溶接金網・異形鉄筋

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合敷　込　み

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]
□無し(                                     )

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 
 その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２ ２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｍｍ200  　以下
50    以上ｍｍ

梁耐火被覆

φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

クローサー

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持
合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ
(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周
部
大
梁

Ａ

小
梁

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

40
d

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上 梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径
１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ

大梁上 大梁上

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D 板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.２　  　　　４,９００
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー

　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m

m

ひび割れ

3

2

2

2

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

亜鉛めっき Ｚ２７限定

 厚さ(QLデッキ山上)

（ワイヤーメッシュの

QLデッキと梁との接合

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部 小口塞ぎ

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

事前にご相談下さい。
納期が必要ですので

1) 検流計での計測

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

□そ　　の　　他

JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート

2

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 Ｓ梁

Ｓ梁

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

Ｂ･Ｈ部

QLデッキ合成スラブ設計・施工標準

合成スラブの設計・施工は、（社）日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」

（社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」による。参考図

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記 1)または 2)の方法で電流値をチェックする。

(1)ＱＬデッキ相互のかん合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ひび割れ拡大防止のための仕様

上欄内の採用項目に ● を記して下さい。

※合成スラブは、本工法と同等の性能のものを採用することとする。

●
● ●

●

●

● ●

●

合成スラブ設計・施工標準

S-B08

●

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（ ２７ ）Ｎ／ｍｍ
●

●

Ａw ＝（　500　）mm

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）



縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A1=―
A3=―

構造

 梁貫通孔補強材設計・施工標準仕様書

S-B09

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）

1、MAXリンブレンK型の取り付け

1）MAXリンブレンK型はあばら筋の内側に取り付ける。3枚以上の場合は、中子筋に取り付け、MAXリンブレンK型の間隔は50mm以上とする。

XX X X

図1　貫通孔の適用開孔位置

型　　式
開孔径

H

寸　　　法 使用

鉄筋
有効断面積

mm2

キャップ

色別W1 W2 W3

φ80 赤

φ100 黒

φ125 緑

K－1208R

K－1210R

K－1213R

K－1216R

K－1506R

φ150 白

K－1508R

K－1510R

K－1513R

K－1516R

K－1706R

φ175 赤

K－1708R

K－1710R

K－1713R

φ200 黒

φ250 白

φ300 黒

φ350 白
K－3510R

K－3513R

K－3516R

K－4010R

φ400 黒K－4013R

K－4016R

K－4510R

φ450 白K－4513R

K－4516R

K－5010R

φ500 黒K－5013R

K－5016R

K－5510R

φ550 白K－5513R

K－5516R

K－6010R

φ600 黒K－6013R

K－6016R

K－6510R

φ650 白K－6513R

K－6516R

K－7010R

φ700 黒K－7013R

K－7016R

K－7510R

φ750 白K－7513R

K－7516R

A

A

MAXリンブレンK型を用いた有孔梁の終局せん断耐力式（修正広沢式）

MAXリンブレンK型MAXリンブレンK型

あばら筋

中子筋

開孔際あばら筋1組

図2　MAXリンブレンK型の取り付け

2枚の配筋例 3枚以上の配筋例

3、孔上下部の補強

1）開孔径が250≦Hのときは孔上下にあばら筋の設計ピッチ以内（X´）で幅止め筋を設ける。（図4参照）　

2）開孔径が250≦Hのとき、主筋とMAXリンブレンK型の端部間隔（S）が300mm以上の場合は、孔上下にあばら筋の設計ピッチ以内（X´）で

3）横筋は設計あばら筋径と同等径以上を用い、定着長さは開孔際から40d以上とする。（図4、5参照）

2、開孔際あばら筋の基本配筋

1）開孔際あばら筋は、一般あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

2）開孔際あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以上の場合50mmピッチとする。（図4参照）

あばら筋

1、一般事項

1）本仕様書は、MAXリンブレンK型の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先し

2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」、「鉄骨鉄筋コンクリート

　 解説」及び、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」による。

2、適用範囲

1）適応対応梁の構造

・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造

・コンクリート（Fc）

・鉄筋

2）開孔径及び、開孔位置

・孔径（H）　　：　H≦D／3　　ただし、80≦H≦750（mm）

・孔の水平方向中心間距離（A）　　：　A≧3H

・孔の鉛直方向中心間距離（G）　　：　G≧3H　　ただし、∑H≦D／4　且つ、2開孔までとする。

・柱際からの開孔距離

　 a  曲げ破壊先行型で設計された梁　　柱際から開孔中心までの距離（B）　　：　B≧D　

　 b  せん断破壊先行型で設計された梁　　柱際から開孔際までの距離（B´）　　：　B´≧D　

3）補強量の範囲

・MAXリンブレンK型の補強筋比（Pr）

a　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　Pr≦1．0　（％）

b　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　Pr≦1．2　（％）

・有効補強範囲内のあばら筋の補強筋比（Ps）

a　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　Ps≦1．2　（％）

b　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　Ps≦1．0　（％）

・有効補強範囲内のせん断補強筋比（ΣPwo＝Pr＋Ps）

a　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0．2≦ΣPwo≦1．8　（％）

b　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0．2≦ΣPwo≦2．2　（％）

α：

Pt ：

Fc ：

M／（Qd）：

H ：

D ：

Pr ：

rσy ：

Ps ：

sσy ：

b ：

j ：

d ：

1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有効梁の補強計算を行ない、補強筋及び開孔位置を確認する。

   次にMAXリンブレンK型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。

2、MAXリンブレンK型には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適用な製品であるか又、変形や傷が

   ないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。キャップは開孔径別に色分けを施している。

3、MAXリンブレンK型を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

j＝

   て適用する。　

   構造計算規準・同解説」、「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）」、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同

b　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N／mm

2

b　あばら筋  JIS・G　3112「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法　37条二号の大臣認定を

0．23
H

D
＋0．85　Pr・rσy＋Ps・sσy bj（ ）{ }

7

8
d

2

2

2

H50 50

W2

W
1

W3

S

G

50 50

K－1206R

a　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N／mm

a　主筋  　  JIS・G　3112「鉄筋コンクリート用棒鋼」

　　　　　   取得している 685・785・1275N／mm　級の高強度鉄筋2

　  ただし、梁端降伏型の設計ではないことを確認した基礎梁は　　B≧C　　　C：有効補強範囲

・孔上下位置（Hc）　　　：　450≦D＜700　　　Hc≧175

　　　　　　　　　　　　　　　　 　 700≦D＜900　 　　Hc≧200

　　　　　　　　　　  　　　　　　    900≦D　　  　　Hc≧250

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　　　    かつ　Hc≧D／5

低減係数

あばら筋が普通鉄筋　（αN＝1．00）

あばら筋が高強度鉄筋　（αH＝0．94）

引張鉄筋比

コンクリートの設計基準強度　（N／mm2）

せん断スパン比で、3以上のときは3とする。

孔径　（mm）

梁の全せい　（mm）

MAXリンブレンK型の補強筋比　

有効範囲内の閉鎖形せん断補強筋のせん断補強筋比

梁幅　（mm）

応力中心間距離で、         （mm） とする。        

梁の有効せい　（mm）

MAXリンブレンK型の規格降伏点強度（785N／mm　）ただし rσy≦25Fc

あばら筋の降伏応力度　（N／mm　）

Qsu1＝α 1－1．61
0．053Pt  （18＋Fc）

M／Qd＋0．12

   あばら筋を設ける。（図5参照）

　（図3、4参照）
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開孔上部補強筋
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MAXリンブレンK型

横筋

X´X´

250≦H　　開孔際あばら筋2組　　S≧300

一般あばら筋

図3　開孔際あばら筋の基本配筋　H＜250　

図5　大開孔の補強配筋例

図4　開孔際あばら筋の基本配筋　250≦H

C 40d以上
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上
S
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開孔下部補強筋
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適正な取り付け向き 不適正な取り付け向き

図6　MAXリンブレンK型の取付け向き

4、MAXリンブレンK型の取り付け向き

1）MAXリンブレンK型は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。

φ
H

・有効断面積（ar）はA－A部の断面×√2　　

・鉄筋の材質　KSS785－K　　

　（認定番号　MSRB－0004）

◎標準図

主筋

◎仕様

◎補強算定式

◎標準配筋図

◎施工管理要領

D

H
c

H
c

H

d
c

C

45

C

A B

B´

MAXリンブレンK型　設計・施工標準仕様書

 梁貫通孔補強材設計・施工標準仕様書
参考図

※コンクリート梁貫通補強は、本工法と同等の性能のものを採用することとする。
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金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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2. は増打ちとする。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

特記なき限り下記による。

内の数値は公会堂棟1FLからのｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

3.ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙは公会堂棟1FL+20～-80

は構造ｽﾘｯﾄを示す。

(    )内の数値は公会堂棟1FLからの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

4.地中梁天端ﾚﾍﾞﾙは公会堂棟1FL-250

5.

6.土間ｺﾝｸﾘｰﾄ範囲は意匠図参照。

1FL-100

1階床伏図 1/100

ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙ凡例
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100 2階床伏図

S-B13

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）

構造

鉄骨造
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2. は増打ちとする。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

内の数値は2FLからのｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

は構造ｽﾘｯﾄを示す。5.

特記なき限り下記による。

4.大梁天端ﾚﾍﾞﾙは2FL-300

3.ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙは2FL-10

小梁天端ﾚﾍﾞﾙはｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙとする。

(    )内の数値は2FLからの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。
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2FL-20

2FL-300

2FL-20

2FL-200

2FL-300

2FL+740

2階床伏図 1/100

ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙ凡例
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100 3階床伏図

構造 S-B14

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）

詳細図参照
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2. は増打ちとする。

3.ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙは3FL-20

内の数値は3FLからのｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

3FL-10

3FL-200～-250

3FL-250～-300

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

特記なき限り下記による。

4.RC造大梁天端ﾚﾍﾞﾙは3FL-300

は構造ｽﾘｯﾄを示す。5.

RC造小梁天端ﾚﾍﾞﾙはｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙとする。

S造大梁・小梁天端ﾚﾍﾞﾙは3FL+500とする。

(    )内の数値は3FLからの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

3FL-300

3FL-120～-200

3階床伏図 1/100

ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙ凡例
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100 4階床伏図

構造

■注記）

S-B15

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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2. は増打ちとする。

内の数値は4FLからのｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

3.ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙは4FL-10

は構造ｽﾘｯﾄを示す。5.

4.大梁天端ﾚﾍﾞﾙは4FL-30

(    )内の数値は4FLからの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

小梁天端ﾚﾍﾞﾙはｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙとする。

4FL+50～-10

4FL-170～-200

特記なき限り下記による。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

4階床伏図 1/100

ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙ凡例
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100 5階床伏図

構造 S-B16

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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内の数値は5FLからのｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

3.ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙは5FL-10

(    )内の数値は5FLからの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

5. は構造ｽﾘｯﾄを示す。

小梁天端ﾚﾍﾞﾙはｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙとする。

4.大梁天端ﾚﾍﾞﾙは5FL-30

2. は増打ちとする。

特記なき限り下記による。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

5階床伏図 1/100
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100 R1階床伏図

構造 S-B17

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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特記なき限り下記による。

S造大梁天端ﾚﾍﾞﾙはRSL(客席部水下)-150～±0

(    )内の数値はRSL(客席部水下)からの梁天端ﾚﾍﾞﾙを示す。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

3.RC造大梁天端ﾚﾍﾞﾙはRSL(客席部水下)±0

2.

4.RC造ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙはRSL(客席部水下)+2400～+2037

5.

は増打ちとする。

は横補剛材2L-75x75x9を示す。(G.PL-9,HTB 2-M20)

R1階床伏図 1/100
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特記なき限り下記による。

縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

A3=1/200
A1=1/100

R2階床伏図 1/100

B
2

B
2

B
2

B3

B3

は増打ちとする。1.

2.RC造大梁天端ﾚﾍﾞﾙはRSL(客席部水下)+2030

3.RC造ｽﾗﾌﾞ天端ﾚﾍﾞﾙはRSL(客席部水下)+2400～+2037

R2階床伏図

S1
S1

S1 S1

S1
S1

S1S1
S1

G5

G
3

G
4

G
2

G
1

G6

G6

bX3 cX1 cX9cX8cX7cX6cX5cX4cX3cX2 cX10

構造 S-B18

B
2 S7

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）



縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

軸組図(1)A1=1/200
A3=1/400

構造 S-B19

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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4.▽J.Tは継手位置を示す。

は増打ちを示す。2.

3. 印は構造ｽﾘｯﾄを示す。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

特記事項

特記なき限り下記による。

cY1通り軸組図 1/200

cY5A通り軸組図 1/200

cY2通り軸組図 1/200

cY3-cY5通り軸組図 1/200
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
■注記）

棟番号施設番号
年度
完成

種類
図面

図面枚数 図面番号設 　　計 　　者

図面名称

工  事  名

軸組図(2)A1=1/200
A3=1/400

構造 S-B20

平成28年8月

金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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特記なき限り下記による。

特記事項

は増打ちを示す。2.

3. 印は構造ｽﾘｯﾄを示す。

1.外壁はW18、内壁はW15とする。

4.▽J.Tは継手位置を示す。
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縮尺年月日

国  設 計

管理建築士

一級建築士
登録第166404号

吉村久夫

株式会社

横 浜 市 建 築 局
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金沢区総合庁舎改築工事（第3工区建築工事）
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